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この講演では，古典的な一変数の保型形式を、表現論を使って解釈する
方法について解説する。上半平面上の正則関数として与えられる保型形式
を SL(2,R)やGL(2,A)上の関数に持ち上げ，それらの満たす性質を表現
論の言葉でとらえることにより「持ち上げた関数で生成される表現空間」
を保型形式と対応させることができる．これを以下の 3つに分けて話をし
たい．

1. 保型形式の復習．特にHecke理論について

2. SL(2,R)への持ち上げと，離散系列表現との関係

3. GL(2,A)への持ち上げとHekce理論との関係
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